
本宿小 学校　第 5 学年

3　単元の目標
武蔵野市民科
資質・能力

B2・C１

A2・C2

A1・B3

小単元 時数

1

4

30

10

2

2

3

2

合計時数 54 時間

ねらい

訪問先のまちの様子や
活動等の概要を知り、
班としての目標を設定
する。

４ 単元計画
関連教科

関連団体（連絡先等）主な学習活動・指導上の工夫

小単元
①

調べ学習を通して、武
蔵野市と南魚沼市の自
然や産業について確認
する。

セカンドスクールで学
んだことや南魚沼市の
特徴を班でまとめ、今
後の自分たちの生活に
生かす。

セカンドスクールでの
学んだことや南魚沼市
の特徴を班でまとめ、
今後の自分たちの生活
に生かす。

前年度の活動時の写真等を活用し、訪問先の様子や活動を
知る。多くの時間を共に過ごす班員と、班としてどのよう
なセカンドスクールにするとよいか、目標を設定する。

雪国の生活、魚沼の米、坂戸城跡、川などのテーマごとに
分かれ、南魚沼市の特徴について調べてまとめる。その
際、武蔵野市との違いについても考え、訪問先の概要を知
る。

稲刈り体験、自然体験、伝統工芸体験、郷土食づくりなど
を通して、南魚沼市のよさを学ぶ。
毎日活動後、目標や課題を振り返り、わかったことや気付
いたこと、改善点をまとめる。

セカンドスクールで学んだことをグループで共有し、自分
の課題のまとめをする。南魚沼市のよさや武蔵野市との違
いなどを下学年や保護者に向けて発信する。

○学びに向かう力・
　人間性等の涵養

・自然とのふれ合いを通して、自然を大切にしようとする態度を育てる。
・集団生活や地域の人々との交流を通して、人間関係を深め、豊かな人間性を育む。

武蔵野市立

実施時期 １～３学期

総合的な学習の時間

南魚沼市のことを調べてみた
武蔵野市のよさを発信しよう

武蔵野市民科指導計画・報告書

２　単元名

１　教科等名

○知識・技能の習得
・自分たちの住んでいる地域と比較し、地域の特性を生かした工夫や人々の努力に気付く。
・宿舎での生活を通して、友達と協力し助け合いながら、自主的に生活する力を身に付ける。

○思考力・判断力・
　表現力等の育成

・南魚沼の自然や文化・産業についての課題をもち、情報を収集し、課題を解決する。
・学習を振り返り、目的に応じてまとめたり、分かりやすく伝えたりする。

武蔵野市のよさについて考え、課題を設定する。

南魚沼市観光協会

社会科「くらしを支える
食料生産」
「米づくりのさかんな地
域」

南魚沼市観光協会

南魚沼市観光協会

調べたことについて、相手意識をもちながら分かりやすく
スライド等にまとめる。

課　題成　果（児童・生徒の変容等）

５ 単元の振り返り

南魚沼市の小学校児童と互いの地域の特色などについて伝
え合う。

小単元
②

国語『「子ども未来科」
でなにをする』

現地小学校

自分の設定した課題についてインターネットや本などを活
用したり、インタビューやアンケートを実施したりして、
情報収集をする。

南魚沼市と比較して、
武蔵野市のよさについ
て課題を設定する。

自分の設定した課題に
ついて、情報収集を
し、武蔵野市のよさに
気付く。

自分の設定した課題に
ついて調べたことをま
とめる。

調べたことを発表した
り、友達の発表を聞い
たりして、武蔵野市の
よさに気付き、市民性
を育む。


